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令
和
４
年
度 

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会
理
事
会

並
び
に
評
議
員
会
報
告 

令
和
４
年
度
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護

会
第
２
回
理
事
会
並
び
に
第
２
回
評
議
員
会
は
現

下
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
鑑
み
、
評
決
方
式
（
郵
送
）

に
よ
る
決
議
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
は
共
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
任
期
満
了
と
な
る
役
員
の
中
で
、
松
橋
代
表

理
事
、
砂
金
業
務
執
行
理
事
、
坂
本
理
事
、
村
井
評

議
員
が
評
議
員
会
に
再
任
候
補
と
し
て
、
ま
た
、
小

野
寺
評
議
員
を
初
の
女
性
理
事
に
推
薦
す
る
こ
と

が
全
員
の
承
認
を
得
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
副

代
表
は
高
齢
な
こ
と
か
ら
、
退
任
の
ご
意
思
が
固
く
、

ご
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

理
事
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
評

議
員
会
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、
議
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
を
受
け
、
再
度
理
事
会
を
開
催
し
、

新
三
役
の
選
出
を
行
い
松
橋
代
表
、
砂
金
業
務
執
行 

      理
事
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
太
田
副
代
表
の
後
任
に

は
２
月
か
ら
理
事
を
務
め
て
お
ら
れ
る
永
田
浩
一

様
に
ご
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
付
記
い
た
し
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
石
森
様
と
桜
庭
様
が
第
一
回
の
理
事
会
並
び
に

評
議
員
会
で
承
認
を
受
け
、
評
議
員
に
就
任
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
岩
手
日
報
社
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
菅
原
様
が
東
京
支
社
長
就
任
と
い

う
こ
と
か
ら
評
議
員
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
っ
て
、
太
田
副
代
表
は
、
理
事
は
退
任
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
顧
問
と
し
て
久
し
く
当
援
護
会
の
顧
問

と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当

援
護
会
設
立
の
力
と
な
っ
た
在
京
岩
手
学
生
会
の

実
質
上
の
代
表
を
務
め
る
傍
ら
、
平
成
4
年
か
ら

援
護
会
の
評
議
員
・
理
事
と
し
て
３０
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
、
類
い
稀
な
る
人
望
と
幅
広
い
知
識
、
的

確
な
判
断
力
を
持
っ
て
岩
手
寮
・
岩
手
学
生
会
館
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
役
員
並
び
に
学
生
会
館
職
員
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

令
和
４
年
度 

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会
役
員 

◎
代
表
理
事 

 
 
 
 
 
 

松
橋 

公
治
（
明
治
大
学
教
授
） 

       

〇
副
代
表
理
事 

 
 
 
 
 

永
田 

浩
一 

（
全
国
通
運
代
表
取
締
役
社
長
） 

〇
業
務
執
行
理
事 

 
 
 
 

砂
金 

良
明 

（
元
東
京
放
送
総
務
部
長
） 

〇
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佐
々
木
裕
二 

（
前
岩
手
県
学
生
会
館
館
長
） 

 
 

坂
本 

已
由 

（
社
会
福
祉
法
人
評
議
員
） 

 
 

小
野
寺
麻
利
子 

（
作
家 

藤
沢
摩
彌
子
） 

〇
評
議
員 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

菅
原 

智
広
（
岩
手
日
報
社
取
締
役
東

京
支
社
長
）
） 

松
本 

真
一
（
岩
手
銀
行
執
行
役
員
東

京
営
業
部
長
） 

 

令
和
４
年
度 

会
館
だ
よ
り 

第
２
号 

岩

手

県

学

生

会

館 

令
和 

４
年 

６
月 

３０
日 

発
行 
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柴
田
彩
千
子 

（
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
） 

 
 

及
川 

良
一 

（
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
参
与
） 

 
 

村
井 

雄
一
（
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
社
長
） 

 
 

石
森 
寛 

（
画
家
） 

 
 

桜
庭 

昌
吾 

（
野
田
は
ま
な
す
会
顧
問
） 

〇
監
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
井 

省
三 

（
岩
手
県
東
京
事
務
所
長
） 

千
葉 

健
夫 

（
社
会
保
険
労
務
士
） 

〇
相
談
役 

 
 
 
 
 
 
 

谷
藤 

裕
明
（
岩
手
県
市
長
会
） 

青
木 

幸
保
（
岩
手
県
町
村
会
） 

千
葉 

幸
也
（
岩
手
県
総
務
部
長
） 

佐
藤 

博 

（
岩
手
県
教
育
長
） 

〇
顧
問 

 
 
 
 
 
 
 
 

志
賀
か
う
子
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
） 

鈴
木 

 

勲
（
日
本
弘
道
会
会
長
） 

太
田 

知
行 

（
在
京
岩
手
学
生
会
会
長
代
行
） 

学
生
会
館
職
員 

◎
館 

 

長 
 
 
 
 

中
塚 

真 

〇
書 

 

記 
 
 
 
 

樺
澤
理
恵
子 

主
た
る
委
託
業
者 

・
建
物
包
括
管
理 

 

二
幸
産
業
株
式
会
社 

・
給
食
業
務 

 
 

 

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス 

・
日
常
清
掃 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

 
 

 

来
館
者
紹
介 

新
年
度
に
な
っ
て
学
生
会
館
O

B/

O

G
の

方
、
並
び
に
関
係
者
（
盛
岡
第
一
高
校
校
長
並
び
に

旧
寮
生
保
護
者
）
の
来
館
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

 

５
月
１４
日 

 
 

 

梅
津
久
仁
宏
様
（
盛
岡
一
高
校
長
） 

 

５
月
３０
日 

 
 

 
 

 

梅
津 

春
希
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
令
和
元
年
度
卒
寮
） 

       

６
月
８
日 

 
 

 
 

 

松
本 

駿 

様 

（
令
和
２
年
度
卒
寮
） 

 

お
別
れ
の
言
葉 

 

様
々
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
の
仕
事
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た

も
の
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
業
務
遂
行

に
対
し
、
心
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
役
員
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
校
教
育
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
施
設
を
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
公
益

財
団
法
人
岩
手
県
学
生
援
護
会
に
対
し
、
尊
崇
の
念

を
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
、
親
の
愛
、
師
の
愛
、
仲

間
の
愛
、
天
地
の
恵
を
常
に
念
頭
に
置
き
生
き
て
い

け
ば
、
道
、
過
た
ず
。
さ
よ
う
な
ら
、
お
元
気
で
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

館
長 

佐
々
木 

裕
二 

 

急
に
居
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
困
惑
し
て
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
心
苦
し
く
て
事
前
に
お

伝
え
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
め
ん
な

さ
い
ね
。 

 

会
館
は
一
つ
の
家
族
で
し
た
。
日
々
、
お
母
さ
ん

的
雑
用
を
こ
な
し
、
不
意
に
や
っ
て
く
る
様
々
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
対
処
し
な
が
ら
皆
さ
ん
の
成
長
を

見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
盛
岡
で
皆
さ
ん

の
こ
と
を
想
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寮
母 

佐
々
木 

由
美 

 

 


